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今期間，沖縄地方とその周辺でM4.0以上の地震は86回，M5.0以上の地震は8回発生した．この

うち最大の地震は，2011年11月8日に沖縄本島近海で発生したM7.0の地震である． 
2011年11月～2012年4月のM4.0以上の震央分布を第1図(a)及び(b)に示す． 
主な地震活動は以下のとおりである． 

 
（1）沖縄本島北西沖の地震（M7.0，最大震度4，第2図(a), (b)） 

2011年11月8日11時59分に沖縄本島北西沖でM7.0（最大震度4）の地震が発生した．発震機構は

東西方向に張力軸を持つ型で，フィリピン海プレート内部で発生した地震である．1997年10月以

降の活動をみると，今回の地震の震央付近ではＭ5.0前後の地震が時折発生しているが，Ｍ6.0を
超える地震は発生していない． 

 
（2）台湾付近の地震（M6.2，最大震度1，第3図） 

2012年2月26日11時34分に台湾付近でM6.2（日本国内の最大震度1）の地震が発生した．発震機

構は東西方向に圧力軸を持つ逆断層型である．今回の地震の震央付近では1997年10月以降，M6.0
前後の地震が時々発生している． 

 
（3）沖縄本島近海の地震（M5.6，最大震度3，第4図） 

2012年2月28日04時31分に沖縄本島近海でM5.6の地震（最大震度3）が発生した．発震機構は北

北西－南南東方向に張力軸を持つ正断層型である．また，同日01時29分に，ほぼ同じ場所でM4.8
の地震（最大震度2）が発生している．1997年10月以降の活動をみると，今回の地震の震央付近

ではＭ5.0前後の地震が時々発生している． 
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10 －２ 沖縄地方とその周辺の地震活動（2011年11月～2012年４月） 
Seismic Activity around the Okinawa District (November 2011 - April 2012) 
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沖  縄  地  方  と  そ  の  周  辺  の  地  震  活  動  (  2  0  1  2  年  2  月  ～  2  0  1  2  年  4  月  、  M  ≧  4  .  0  )  

図  中  の  吹  き  出  し  は  、  陸  域  M  4  .  0  以  上  ・  海  域  M  5  .  0  以  上  

第1図(a) 沖縄地方とその周辺の地震活動（2011年11月～2012年１月，M≧4.0，深さ≦700km） 
Fig.1(a)  Seismic activity around the Okinawa district  (November 2011 – January 2012, M≧4.0, 

depth≦700km). 

第1図(b) つづき（2012年2月～2012年4月，M≧4.0，深さ≦700km） 
Fig.1(b)  Continued (February - April 2012, M≧4.0, depth≦700km). 
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 1980 年以降の活動を見ると、今回の地震の震

源付近（領域ｃ）では、M6.0 以上の地震が時々

発生している。 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震 

今回の地震

11 月８日 沖縄本島北西沖の地震 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図（1980 年１月１日～2011年 11月 30日、
深さ 100～300km、M≧5.0）

 2011年 11月８日11時 59分に沖縄本島北西

沖の深さ 217km で M7.0 の地震（最大震度４）

が発生した。この地震の発震機構（CMT 解）は

東西方向に張力軸を持つ型で、フィリピン海

プレート内部で発生した地震である。余震活

動は低調である。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地

震の震源付近（領域ｂ）では、M5.0 前後の地

震が時々発生しているが、M6.0 以上の地震は

発生していなかった。 

震央分布図（1997年10月１日～2011年11月30日、
深さ０～300km、M≧3.0） 

深さ100km以深の地震を濃く表示、発震機構はCMT解。 
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今回の地震
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第2図(a) 2011年11月8日 沖縄本島北西沖の地震 
Fig.2(a)  The earthquake northwest off Okinawajima island on November 8, 2011. 
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第2図(b) 2011年11月8日 沖縄本島北西沖の地震（遠地実体波による震源過程解析） 
Fig.2(b)  Source rupture process of the earthquake northwest off Okinawajima island on November 8, 

2011: analysis using teleseismic body-wave. 
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 1980 年以降の活動を見ると、今回の地震の震

央周辺（領域ｂ）では、M6.0 前後の地震が時々

発生している。 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震 

２月 26 日 台湾付近の地震 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図（1980 年１月１日～2012年２月 29日、

深さ０～100km、M≧5.0） 
震源要素は米国地質調査所（USGS）による。このため、上の震央分

布図（気象庁による震源要素）と一致しないことがある。 

2012年２月26日11時34分に台湾付近でM6.2

の地震（日本国内の最大震度１）が発生した。

この地震の発震機構（CMT解）は、東西方向に

圧力軸を持つ逆断層型である。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地

震の震央付近（領域ａ）では、M6.0 前後の地

震が時々発生している。 

震央分布図（1997年10月１日～2012年２月29日、

深さ０～100km、M≧4.0） 
発震機構はCMT解。 
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今回の地震 

（その他の領域の地震） 

第3図 2012年2月26日 台湾付近の地震 
Fig.3  The earthquake near Taiwan on February 26, 2012. 
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 1970 年１月以降の活動を見ると、今回の地震

の震央周辺（領域ｂ）では、M5.0 以上の地震が

時々発生している。 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震 

２月 28 日 沖縄本島近海の地震 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図（1970 年１月１日～2012年２月 29日、

深さ０～100km、M≧5.0） 

2012年２月28日04時31分に沖縄本島近海で

M5.6の地震（最大震度３）が発生した。この地

震の発震機構（CMT解）は、北北西－南南東方

向に張力軸を持つ正断層型である。この地震が

発生する約３時間前の01時29分にも、ほぼ同じ

場所でM4.8の地震（最大震度２）が発生してい

た。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地

震の震央付近（領域ａ）では、M5.0 前後の地

震が時々発生している。 

震央分布図（1997年10月１日～2012年２月29日、

深さ０～100km、M≧3.0） 
発震機構はCMT解。 
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今回の地震 

（2012 年２月 28日～29日、 

Mすべて）

第4図 2012年2月28日 沖縄本島近海の地震 
Fig.4 The earthquake near Okinawajima island on February 28, 2012. 
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